
～新潟市 令和６年度予算の概要～

新潟市長 中原 八一

令和６年４月～７月
市長と区自治協議会委員との懇談会

新潟の明るい未来を切りひらく！

「選ばれる都市 新潟市」
の実現に向けて



能登半島地震

▶ 最大震度5強 新潟地震（震度5弱）以来の強い地震
▶ 激甚災害、特定非常災害に指定
▶ ピーク時は14,000人を超える避難者が避難所へ
▶液状化現象による被害が深刻
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令和 6年 1月 1日 16時10分 能登半島地震発生

国土交通省北陸地方整備局
液状化しやすさマップ

液状化しやすさマップ（抜粋）

液状化と倒壊した建物(西区) 坂井輪中学校の被害

道路の隆起・陥没 坂井輪中学校 校舎内



復旧・復興への基本方針

▶応急復旧から本格復旧へ段階が移行

▶令和６年能登半島地震 新潟市復旧・復興推進本部を設置

→国県をはじめ多様な主体と連携しながら総合的かつ計画的に推進

▶新たに、生活再建支援チームを立ち上げ

能登半島地震
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生活再建に一人も取り残さないよう、
被災された方に寄り添って、きめ細かな支援を行う
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①生活の再建

能登半島地震 主な支援策

②生業の再建 ③災害復旧等

■大きな被害を受けた世帯への支援金

■生活に不可欠な部分の住宅応急修理

■独自車庫、門扉等の敷地内修理の支援

■独自住宅の建替・購入支援

被災者の速やかな再建を支援して平穏な日常を取り戻す

■独自中小事業者への経営支援特別融資

■農業用施設の復旧費用等への支援

■独自北陸応援割にいがたクーポン配布

持続可能な地域経済の再生を図る 将来に希望を持てる復興まちづくりを推進する

■道路・公共施設災害復旧事業

■独自自治会集会所の修繕・建替支援

■排水機場、排水路などの復旧事業

■独自土地の地盤改良支援

■被災した家屋等の解体・撤去

■独自引越し費用の一部支援

■独自被災ブロック塀等撤去の補助

震災関連の詳しい支援制度はこちら

支援制度と被災者をつなぎ、一日も早い生活再建を支援



≪令和6年度新規事業≫

宅地等地震被害状況の基礎調査を実施

安心・安全で災害に強いまちづくり

４

日常生活を取り戻すため
に必要な修繕や建替

（道路・下水道の復旧）

復 旧

将来の地震に備え「中長
期的」に取り組む対策

（住宅や道路一帯の液状化対策）

将来への備え

地震被害への対応

目的

〇対策工事の着手までは2～3年が必要
・実施可能エリアは調査・分析で抽出
・事業実施には住民の合意が必要

将来の地震に備え
被害を受けた地域を液状化しにくくする



令和６年度予算の全体像

選ばれる都市 新潟市

令和6年度当初予算 4,185億円

力点２

活力・交流
人が行き交い

活力あふれる新潟市

力点３

子育て・教育
みんなで支え合う

子育てにやさしい新潟市

７年連続の収支均衡予算

力点１

安心・安全
平穏な日常を取り戻し
安心して暮らせる新潟市
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令和6年1月補正 １８６億円 能登半島地震への対応

令和6年度予算 3つの力点
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令和６年度予算
３つの力点 力点１ 安心・安全

平穏な日常を取り戻し 安心して暮らせる新潟市



・令和6年能登半島地震により市内各地で被害が発生
令和5年から切れ目のない速やかな生活再建と災害復旧が必要

・人口減少や高齢化が進む中において市民生活を支える機能の維持が必要

令和６年度予算
３つの力点 力点１ 安心・安全

・被災者の速やかな再建を支援して平穏な日常を取り戻すとともに、

災害に強いまちづくりを進めます

・市民生活を支える機能の維持・向上を図り

安心して暮らせる新潟市を築きます

取組の方向性
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現状・課題



安心・安全で災害に強いまちづくり

液状化被害

今回の地震を踏まえた防災・減災対策、国土強靭化の取組を推進します

８区防災アクション２０２４
各区において今回の地震を踏まえた防災・減災関連

事業を実施することにより地域防災力を向上

宅地等地震被害状況の基礎調査
今回の地震における液状化や擁壁破壊等の宅地被害
の全体像を把握するための調査を実施

令和６年度 主な取組
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避難所キーボックスの拡大設置
津波到達が速い沿岸部などの避難所で
津波警報と連動してカギが取り出せるキーボックス等設置

力点１ 安心・安全

新規

新規

新規



救急業務のICT化推進
増加する救急要請に迅速に対応するため、救急業務
のICT化を推進

救急医療体制の整備

市民生活を支える機能の維持・向上

救急患者の受け入れの促進に向け、病院の体制強化
にかかる補助金を交付

市民の日常生活を支えるバス交通や命を守る救急医療について、持続可能なも
のになるよう取り組みます

令和６年度 主な取組
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路線バス
①新たなバス運転士応援事業

大型二種運転免許の取得支援や新規採用の運転士
の家賃助成の実施

②新たなバスの利用喚起策の実施
市内在住の中学生・高校生世代に3000円分の
チケットを配付、バス無料デーの実施

路線バスネットワークの維持

救急隊の活動

力点１ 安心・安全

新規

新規

拡充



令和６年度予算
３つの力点 力点２ 活力・交流

人が行き交い 活力あふれる新潟市



令和６年度予算
３つの力点 力点２ 活力・交流

・本市総人口は2050年には約61万人 （2020年比 約17万3千人減）

特に生産年齢人口(15～64歳)は大きく減少（2020年比 約15.1万人減）

・社会の活力低下が懸念、中小企業「人手不足」

・都心エリア「にいがた２ｋｍ」における再開発や企業進出の進展
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現状・課題



企業の稼ぐ力を高め、地域経済に活力と、市民所得の向上を目指します

人を呼び込む

人を育てる 人を活かす

企業誘致の更なる強化や
移住・定住への取組

デジタル化による競争力強化を
支えるための人材育成

への支援

創業や成長分野への挑戦を
支えるための支援強化

１

２ ３

取組の方向性

令和６年度予算
３つの力点 力点２ 活力・交流
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「にいがた２k m」を活力向上の
「成長エンジン」に

▶市内のビジネス環境を体験する機会を提供
▶本社機能誘致に向けた支援を政令市トップクラスに拡充
▶令和5年度誘致数22社、800人を超える雇用を創出

にいがた2kmエリア 進出報告の共同記者会見
@日本生命新潟ビル

企業立地・誘致の推進

８つの工業団地と更なる工業用地の確保に向けて

▶8つの工業団地・約60haの9割近くが決定済（うち4地区は完売）
▶「用地需要の把握」を行うため、令和6年度製造物流業を中心に、

国内約5,000社にアンケート調査を実施
▶需要確認後、市内全域での開発提案を募集予定

切れ目なく適切なタイミングで用地確保ができるように取り組む

人を呼び込む～企業誘致の更なる強化～１

令和６年度 主な取組
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力点２ 活力・交流



▶デジタル化による競争力強化を支援
▶デジタル化に取り組む上での人材・知識不足の

解消を目指す

人を育てる～競争力強化を支える人材育成～

６

令和６年度 主な取組
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2

力点２ 活力・交流

■新規採用活動支援事業

リクルーターの養成やインターンシッププロ
グラムの構築に取り組む企業を支援

デジタル人材育成支援

デジタル技術を学ぶスクール

大学生と市内企業社員との交流会

拡充



人を活かす～創業や成長分野への挑戦を支える～

▶本市の飲食・宿泊業の37.6%(2023年)が「労働力不足」と回答
▶県内他都市での広がり、ニーズの高まり（本市でも取組を検討中）

▶県内企業の経営者の約5割は後継者が不在
▶令和5年度、事業継承が課題の事業者と
「オープンネーム」による後継者候補のマッチング事業を開始

▶令和6年度は新潟市連合商工会(会員約4,400者)を対象にアンケートを実施
事業継承に課題がある事業者を掘り起こす

７
▶ビジネス総合相談 創業相談、経営相談などを無料で実施
▶補助金・サポート 技術開発、販路開拓に活用できる支援を案内

令和６年度 主な取組
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3

力点２ 活力・交流

オープンネーム事業承継支援

就労マッチングサービス

■新潟IPC財団によるビジネスサポート

拡充

新規



にいがたagribase事業

元気な農業応援事業
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令和６年度 主な取組力点２ 活力・交流

豊富な田園資源を活かした儲かる農業の実現

■農家の後を継ぐ子どもを支援
農家の後継ぎにも新規就農支援を実施
（にいがたagribase事業）

■「効率化」「もうかる農業」の実現
需要に応じた米生産や園芸作物導入による経営の複合化、
園芸産地づくりに向けた取組等を支援（元気な農業応援事業）

■農産物販売力の強化促進

首都圏をはじめとする国内や海外の販路開拓・販売促進

未来へつなぐ地域農業支援事業

簡易なほ場整備や分散農地の集約化で効率化を推進
田んぼダムに取り組む地域の共同活動を支援

新規



魅力を高める都心軸

新潟の活力向上に向けた大きな転換点（R6.3～）

●新しい観光案内センター 3/ 1オープン

●新しいバスターミナル 3/31利用開始

●新潟駅には3月27日以降 約170店舗が開業

古町～万代～新潟駅～鳥屋野潟南部が新潟の新たな都心軸に

新潟の拠点性向上 新たな賑わい、人の流れの変化

新潟駅 鳥屋野潟南部
旧三越跡地

(画像提供：西堀通5番町地区市街地再開発準備組合)

新潟駅南北市街地が一体化
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力点２ 活力・交流



令和６年度 明るい兆し

＠NIIGATA ALBIREX BC

国際線再開
トキエア就航

クルーズ船寄港

佐渡島の金山
世界文化遺産登録

オイシックス新潟
アルビレックスＢＣ誕生

アルビレックス新潟
Ｊ１ 2期目

「佐渡島の金山」世界文化遺産登録実現に期待

佐渡市との連携をさらに密にし、ともに観光面を盛り上げていきます

交流人口拡大へ 新潟の明るい兆し
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力点２ 活力・交流

■佐渡連携誘客事業
佐渡・新潟エリアとしての一体的な周遊や、消費行動の
活性化、滞在期間の延長などを促す仕組みの構築

新潟・佐渡マラソンの連携による魅力向上
新潟シティマラソンと佐渡トキマラソンの協力体制を
構築し、さらなる交流人口の拡大につなげる

新規



令和６年度予算
３つの力点 力点３ 子育て・教育

みんなで支え合う子育てにやさしい新潟市



令和６年度予算
３つの力点 力点３ 子育て・教育

7.6

7.6

8.4

11.8

13.4大学教育期間において教育に関する
様々な費用がかかるから

出産費用等の経済的負担が大きいから

育児が精神的・肉体的に大変だから

仕事と子育ての両立が難しいから
（仕事が忙しく子育ての時間がとれない）

年齢的に妊娠・出産が難しいから

新潟市子育て市民アンケート（令和４年度）
就学前児童をもつ保護者の子育てに関する調査

（％）

経済的・精神的負担

の軽減と

仕事と家庭の両立

が求められている

実際にもつ子どもの人数が理想より少ない最も重要な理由は？

・妊娠・出産・子育てにかかる精神的・経済的負担の軽減策を
さらに拡充し、切れ目のないきめ細かな支援を行います

・次世代を担う子どもたちが健やかに成長し、これからの社会を
たくましく生き抜く力を育む教育を推進します

現状・課題

取組の方向性
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妊娠 高３中３小６産後出産

出産・子育て支援の充実

●（Ｒ1,Ｒ4）こども医療費助成を２回拡充（小学6年→高校3年）

●（Ｒ5）妊産婦医療費助成の所得制限を撤廃

▶助成人数 R4：19人 ⇒  R5：7,436人 ※3月末現在

令和6年度から産婦健康診査（産後2週間・産後1か月）費用を助成

●（Ｒ5）産後ケアの自己負担額を大幅に引き下げ

▶R4 ⇒ R5 申請件数が約3倍に大幅増 ※1月末比較

多胎児（双子・三つ子など）の加算料金にかかる助成を拡充

産後ケア事業の充実

拡充 18

妊娠から子育てまで 切れ目のない医療費負担の軽減

制限撤廃 妊産婦医療費助成 2度拡充 こども医療費助成

● ● ●

精神的負担の軽減

力点３ 子育て・教育

所得制限を撤廃 拡充１ 拡充２

新規

通院 530円 薬無料



▶全生徒へ温かく栄養バランスのよい食事を提供

特別支援教育や通級指導教室におけるサポート

子ども・子育てにやさしい新潟へ
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▶アレルギー食など、きめの細かく対応

29校
7,300人

全57校
18,700人

全員給食

力点３ 子育て・教育

個別の教育支援サポート事業
特別支援教育にかかる個別の教育支援計画等の作成支援
システムを全市立学校園に導入

巡回通級指導教室の整備
通級指導教室について巡回指導（教員が該当する子ども
の在籍する学校を訪問して指導を行う）を開始

特別支援学級での授業

新規 市内中学校の全員給食化（令和7年8月開始に向けた準備）

新規

拡充



働き方改革の推進

働きやすい職場づくり推進企業の表彰

■男性の育児休業取得奨励金
連続する1か月以上の育児休業を取得した場合に奨励金支給

■各種セミナーの実施
働き方改革、ウェルビーイング経営など

▶企業の取組内容を市ホームページ等で情報発信

▶入札参加者資格の認定や物品調達において優遇

仕事と生活の調和
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力点３ 子育て・教育

経営者向けセミナーの開催、働きやすい職場づくりに
取り組む企業の表彰及びフォーラムを実施

■働き方改革の推進



暮らしの豊かさとは

〇2人以上の勤労世帯の中間層（所得上位から40％～

60％）を都道府県比較。単身者や経営者などは除く。

所得

中間層世帯

40％～60％

〇国土交通省資料より抜粋

〇基礎収支（食費、住居費、光熱水費）

〇通勤の機会費用（通勤時間が無ければできたはずの

生産活動。時間×時給）

1 三重県 239,996円

2 富山県 237,390円

7 新潟県 222,676円

45 大阪府 150,038円

46 沖縄県 148,124円

47 東京都 135,201円

中間層世帯の経済余力
可処分所得－（基礎収支＋通勤の機会費用）

■全世帯の経済的豊かさでは上位の東京
■平均的な住民実態を表しやすい中間層
世帯での比較では・・・

■都市と田園が調和し暮らしやすい新潟
■経済面での豊かさも明らかに

収入だけでなく支出も捉えてみると・・

全世帯 3 位 436,475円 19 位 408,548円

中間層世帯 ↓ 12 位 392,716円 ↑ 10 位 394,951円

基礎支出 1 位 199,372円 16 位 153,427円

通勤の機会費用 1 位 58,142円 37 位 18,848円

経済余力 ↓ 47 位 135,201円 ↑ 7 位 222,676円

新潟県東京都
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73年ぶりの新潟市名誉市民

佐野藤三郎 大正12年11月25日生
平成6年 3月25日死去（70歳）

功

績

旧石山村、現在の東区の生まれで、昭和３０年から、約４０年にわたり
亀田郷土地改良区理事長を務め、亀田郷乾田化を成し遂げたほか、農
地と都市との共存、新潟市のまちづくりに尽力した。経験を活かし中国
三江平原の農業基盤整備で日中友好に貢献。

多くの土地改良事業に取り組み、亀田郷を日本有数の穀倉地帯に変え、本市の農
業の発展に大きな功績を残した。新潟地震の際、被災した農地の復旧復興に尽力

昭和中期から急速に都市化が進む中、都市と農村が共に発展できる地域づくりに
取り組んだ。この理念は本市のまちづくりにも大きな影響を与えた

中国政府からの要請を受け中国の大食料生産基地の実現に向けて奔走。これを
契機に、「新潟県日中友好協会」などを設立するなど、本市国際交流の先駆者とし
て大きな功績を残した

まち
づくり

国際
交流

農業
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新潟の明るい未来を切りひらく！

『選ばれる都市 新潟市』

ご清聴ありがとうございました

遊べる

楽しめる

刺激がある

仕事がある

暮らしやすい都市の魅力

子育てしやすい
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活力と魅力あふれる

区づくりの推進



北区における令和６年度の主な取組

潟と大河と日本海、水の恵みに育まれ、
人と人とがつながり、心豊かに支え合い、
発展するまち

区の将来像

海辺の森リニューアル事業 【区長提案】

海岸林保全と交流人口の拡大を目的に、キャンプ場
の増設に向けたリニューアル計画を策定

自然の魅力輝くまち

海辺の森キャンプ場

菜の花バスツアー（福島潟）
キタクなる魅力創造プロジェクト拡充

新規

水辺ふるさとづくり事業
ひょうたん池や十二潟、濁川自然生態観察園において、
地域が取り組む自然観察会や保全活動を支援

福島潟など自然を活かした観光資源の充実及び魅力
発信
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出張児童館

松浜エリア
リノベーションカレッジ

いきいきと心豊かに暮らせるまち

出張児童館事業

既存の公共施設等を活用し、児童館のない地域へ
サービスを提供

新規

未来へ続く活力あるまち

松浜エリアリノベーション推進事業 【区長提案】
松浜地区の遊休不動産やエリア内外の人的資源を活用
し、プレイヤー及び不動産オーナーの発掘、育成、事業
化
支援を実施

「互近助力アップ」避難所運営支援事業
住民主体の避難所運営組織の立ち上げを目指し、
地域と協働してワークショップ等を開催

安心・安全で住みよいまち

新規

大学連携「未来のまちづくり」事業
区民の身近なテーマで大学が講座等を開催し、地域
のつながり強化やまちづくりを活性化

新規
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東区における令和６年度の主な取組

産業と多様な魅力が調和し、心豊かに暮らせるまち区の将来像

工場夜景バスツアー
区内の企業や工場の見学を取り入れた工場夜景バスツアー
の実施

新規

活力ある産業と地域の魅力を活かしてにぎわうまち

産業のまち東区オープンファクトリー
東区の魅力を市内外に発信するため、産学官金連携により
実施する「オープンファクトリー」を規模を拡大して開催

新規

拡充

東区Eとこ「つたえる・ひろめる」プロジェクト

東区の「E（いい）とこ」を区バス内でアナウンス
東区公認キャラクター「ぬたりん」と「Eとこ」を
掛け合わせたグッズを製作

東区オープンファクトリー

産業のまち東区の
「工場夜景」

拡充

産業E産探求プロジェクト
東区で産業が発展してきた歴史や産業E(遺)産について学ぶ
講演会やまちあるきの実施、大学生などによる魅力発信

【区長提案】
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だれもが互いに学びあい、共に育つまち

妊娠期から父母双方に育児知識を得てもらうことで
虐待リスクの減少と出産後の不安感・孤立感を解消

子育て応援事業

安心して快適に暮らせるまち

寺山公園利用者満足度向上対策
利用実態を把握し、環境整備や地域と連携した取組を
行うことで、利用者満足度の向上に繋げる

新規

避難所運営ワークショップ
避難所運営を想定したシミュレーションを実施し、
円滑な避難所運営と地域の防災力を向上

寺山公園魅力アップ事業
ソフトシェルターを設置するとともに、土壌改良を
行いシンボルツリーを植樹することで緑と日陰を創出

【区長提案】新規

寺山公園
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子育て支援施設
「わいわいひろば」



中央区における令和６年度の主な取組

共につながり安心して暮らせるまち

認知症地域支えあい推進事業
地域への啓発、はいかい模擬訓練の開催支援

賑わいと活力あふれ訪れたくなる拠点のまち

越後線高架下利用促進事業（公園整備）

越後線の高架下用地への地域の拠点となる公園の整備

新規

拡充 日和山浜魅力創出事業~ハマベリング!!!~
イベントの実施、日和山浜の環境整備、
情報発信

ハマベリング!!!

はいかい模擬訓練

にぎわう都心、豊かな自然、みなとまち文化が
織りなす活気あふれる拠点のまち

区の将来像

だれでも2kmストリート事業
視覚障がい者用誘導ブロックの整備に向けた検討

新規

【区長提案】

【区長提案】
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歴史と文化を受け継ぎ発展するまち

みなとまち新潟 次世代に向けた古町芸妓
魅力発信事業
学生との協働による市内外への魅力発信

新規

地域のお宝！再発見事業
まち歩き「えんでこ」、SNSでの魅力発信

水と緑に囲まれた自然と都市が共生するまち

鳥屋野潟環境啓発事業「とやの物語」
学校への出前講座、鳥屋野潟一斉清掃
他の潟との連携

区民協働森づくり事業
西海岸公園汐見台エリアのクロマツの密度管理、
海浜植物園の植栽

古町芸妓

地域と小学校の協働での枝切り体験都市公園活性化事業
障がいの有無にかかわらず
誰もが使いやすい空間の整備の検討
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江南区における令和６年度の主な取組

ビバ．リバー！憩い空間活用事業新規

みんなで語り、考える
使いやすい公共交通

自然環境と都市機能を活かした快適に暮らせるまち

江南区公園魅力アップ事業

快適に利用できる環境を整備し、安全性・
利便性の向上とともに、さらなる賑わいを創出

新規

拡充

小阿賀野川などの豊かな水辺空間を活用し、
区の魅力を体験できる機会を創出

よこごし公園

江南健幸ライド

緑と調和した、賑わいと安らぎのあるまち区の将来像

公共交通の利用促進に向けた啓発活動や、
地域の実情に応じた移動手段確保への支援を実施

【区長提案】
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人が輝き文化が育まれ健やかに過ごせるまち

江南区歴史・文化の学習支援
ふるさとへの誇りを育むため、区内小学生に
向けた歴史文化施設への現地見学学習を支援

新規

産業と地域の魅力が輝くまち

地域商業活性化支援
区全体の商業活性化に繋がる取組
マルシェの開催

拡充 「江南区をPR」魅力発信プロジェクト

北方文化博物館

亀田縞亀田縞×にいがた２㎞事業

若者向けの２ndライン立ち上げなどのブランディ
ング戦略やプロモーションをにいがた２㎞の企業
と連携して実施

新規

拡充

学生のＵターンや関係交流人口の拡大を目的に、
区の魅力を発信する取組を実施

【区長提案】
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秋葉区における令和６年度の主な取組

里山と水に囲まれて花と緑あふれる
笑顔咲きそろうまち

区の将来像

やさしさがあふれる楽しく元気なまち

子ども・若者公共交通乗車促進
対象路線バスの学生の運賃を割引及びアンケート調査

新規

環境に配慮した潤いとやすらぎのあるまち

秋葉公園魅力アップ
眺望、明るさ確保のための支障木の伐採
伐採した木材の試行的活用（ベンチ、ウッドチップ化）

新規

廃止石油坑井封鎖
小口・朝日地区の廃止石油坑井封鎖のため、
測量や工事及び事前調査を実施

公共施設のZEB関連調査（本庁予算）新規

秋葉区役所庁舎のZEB化実現のための現況性能調査

秋葉公園

秋葉区バス

【区長提案】
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区自治協議会提案事業

きらめき未来プロジェクト
地域の課題解決につながる事業提案や、コミュニティ
未来ビジョンで策定したアクションプランなどを募集
して自治協議会が協働支援

可能性を生み出し・育て・活かすまち

拡充 アキハ人財育成

「SLばんえつ物語」復活25周年を記念した取り組みを
中心に、まちなか活性化と交流人口の拡大を目指す

獣害対策（本庁予算）

やさしさがあふれる楽しく元気なまち

アキハ「鉄道物語」

秋葉区の特性と魅力を効果的に発信できる人財の
発掘と支援

新規

歴史と個性を活かすまち

ＳＬばんえつ物語
野生獣（クマ・イノシシ）の捕獲事業の実効性を高める
ための機材導入のほか、緩衝帯の整備費等を助成

コミュニティ未来ビジョン

33



南区における令和６年度の主な取組

HOTに発信！白根大凧合戦プロモーション
白根大凧合戦のライブ配信による魅力発信

新規

地域の宝に気づき、守り、魅力あふれるまち

白根まち歩き空間整備事業
中ノ口川の親水護岸階段の整備、旧白根配水塔の修繕設計

新規

白根大凧合戦

走れ！かぼちゃ電車2023

風と大地の恵みに新たな希望が芽吹く、
郷土愛あふれるまち
～みんなでつくる暮らし続けたい南区～

区の将来像

かぼちゃ電車を活かした地域の魅力向上事業
車両の修繕、保存に向けた調査

新規

伝えたい南区の“宝”~いいとこ撮りコンテスト~

写真コンテスト実施、応募作品活用による魅力発信

新規

【区長提案】

【区長提案】
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やさしさの輪が広がり、誰もが主役として活躍できるまち

児童館利用促進事業
移動児童館の取り組みを通して、児童館の魅力を
発信し利用促進を図る

白根高校とのまちづくり連携事業
高校生によるボランティア活動等を支援、地域との
ネットワーク作りやまちづくりの担い手育成を推進

拡充 区バス乗車促進事業
高校生への乗車体験チケット配布による乗車促進
車内音声アナウンスに保育園児などを活用

防災訓練（心肺蘇生法）

行き交う人びとがにぎわいをもたらすまち

ともに築く安心に支えられるまち

地域と取り組む防災事業
防災セミナー、中学校防災教室の開催
地域の自主防災訓練の支援

白根高校生徒による
宿題サポート

みなみく「未来」へつなげるＳＤＧｓ
子どもたちを対象に段ボールコンポストでSDGs教育

新規
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西区における令和６年度の主な取組

快適なくらしと、豊かな自然や食が調和する、
住み心地のよいまち

区の将来像

安心・安全で快適に暮らせるまち

やってみよう！
地域で考える雪対策モデル事業
地域ごとに除雪に関するワークショップ開催

新規 住民バス利用促進事業
住民バスの試乗、新たな移動手段の調査検討

豊かな自然と食を楽しめるまち

新規

新規

佐潟活用プロジェクト
地域資源を活用したブランディングを通じた地域
循環モデルの構築
安心・安全で快適に利用できるよう佐潟周辺を整備

新川遊歩道整備
新たな遊歩道の整備による、まち歩きの回遊性・
安全性の向上

ラムサール条約湿地 佐潟

【区長提案】

【区長提案】

除雪に関するワークショップ
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区民が主役の活力あるまち

地域と大学連携事業
大学、学生から地域課題の解決策や地域を
活性化する事業を募集

拡充

Meetup！NiigataWEST２０４０

多様な主体や人材が出会い、ともに行動する
ためのコミュニティづくり

拡充

人と人がつながり、支え合うやさしいまち

子育て応援事業
育児の不安や孤独感の軽減、仲間づくりを支援

認知症オレンジプロジェクト
認知症サポーター養成事業や関係機関のネット
ワークづくり、認知症あんしん検診事業を実施

Meetup！
NiigataWEST２０４０

子育て応援事業
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西蒲区における令和６年度の主な取組

新規

観光とスポーツ・レクリエーションのまち

岩室温泉いらっしゃインバウンド
岩室温泉の案内看板を多言語表記とし、統一した
ロゴやデザインで改修・新設

新規

「わらアートライトアップ」
試験的実施の様子

温泉の観光誘客に注力

豊かな自然、歴史と文化のかおりに満ちあふれ、
人と人とがあたたかくつながるまち

区の将来像

上堰潟公園魅力向上プロジェクト

魅力あふれる農水産物を供給するまち

にしかんイノ“米”ション
～やっぱりお米でしょ！～

新規

米の新規需要創出に資する革新的な取組を支援

【区長提案】

【区長提案】
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ベイ

わらアートまつり開催期間中に公園のわらアート
作品のLEDライトアップを実施
第二駐車場をアスファルト舗装し、防護柵等も設置



西蒲区役所新庁舎整備事業

区民サービスに資する庁舎整備を目指し、これまで
の検討内容をもとに基本設計を実施

人の和でつながる安心・安全なあたたかいまち

旧潟東西小学校利活用事業
廃校となった旧潟東西小学校の体育館早期活用に
向けて防火壁や消防設備を整備

新規

西蒲区役所庁舎外観

旧潟東西小学校体育館

中学生キャリア教育
地域の若者プレイヤーとの出会いや対話を通じた
キャリア教育を実施

新規

獣害対策（本庁予算）新規

野生獣（イノシシ）の捕獲事業の実効性を高める
ための機材導入のほか、緩衝帯の整備費等を助成

【区長提案】

39


